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論文審査結果の要旨 

 

変形性膝関節症（OA）は軟骨が変性することで痛みや関節の拘縮をおこし、日常生活の活

動度を低下させる疾患である。現在行われている治療は痛みに対する症状改善が目的となっ

ており、病気の本態である軟骨変性を抑制・予防するものではない。 

コラーゲンペプチドはコラーゲンを酵素分解し、低分子化したものであるが、低分子化す

ることで機能性食品として手軽に摂取が可能となり、皮膚や軟骨に対する効果が期待されて

いる。 

本論文は、手術的に誘発されたラット変形性膝関節症モデルに対してコラーゲンペプチド

を摂取させることで、病理組織学的に軟骨表面の不整や染色性の改善が見られること、また、

Ⅱ型コラーゲンの分解マーカーである CTX-Ⅱが有意に低下することを明らかにした。さらに、

Ⅱ型コラーゲンの分解酵素である MMP-13 の関節軟骨での発現が免疫組織染色において有意

に抑制されていることを示した。 

このように本論文は、コラーゲンペプチドの摂取が、II 型コラーゲンの分解を抑制するこ

とによって、変形性膝関節症にともなう軟骨の病理変化（軟骨組織の分解）を防ぎ、軟骨に

保護的に作用している可能性を初めて明らかにした臨床的に意義のある論文である。 

よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 


